
（参考） 

■東急電鉄 「低炭素・循環型社会」に向けた活動事例 

（１）二子玉川ライズ グリーンビルディングの取り組み、生物多様性向上への貢献 

二子玉川ライズでは、多摩川や国分寺崖線、等々力渓谷など周辺の植生を施設内に再生することで、

多摩川と国分寺崖線をつなぐ生物ネットワーク構築に貢献しています。約６，０００ｍ２の広大なルーフガー

デン（屋上緑化）は、「エコミュージアム」というコンセプトを掲げ、地域の自然を体感し学べる空間となって

います。多摩川の生態系を維持・保全する取り組みが高く評価され、生物多様性を高める事業を評価す

る「ＪＨＥＰ（ハビタット評価認証制度）」の最高ランクＡＡＡを取得しています。また２０１５年には、世界初と

なる「ＬＥＥＤ ＮＤ（まちづくり部門）」のゴールド認証を取得しています。 

 

（２）南町田拠点創出まちづくりプロジェクト「ＬＥＥＤ ＮＤ」ゴールド予備認証取得 

２０１９年秋にまちびらき予定の「南町田グランベリーパーク」では、歩行者ネットワークの整備や、グリ

ーンインフラを生かしたランドスケープデザインが評価され、複合的なエリア開発を対象とした国際的な環

境認証制度である「ＬＥＥＤ ＮＤ（まちづくり部門）」の、ゴールド予備認証を取得しました。認証エリア内に駅

を含むゴールド予備認証取得は、日本初となります。 

 

（３）渋谷ヒカリエにおける環境配慮（右図参照） 

 渋谷ヒカリエは、自然エネルギーを最大限に生かすとともに環境改 

善への先進的な取り組みを推進し、ＣＯ２排出量削減やヒートアイラ 

ンド現象緩和など、環境負荷の少ない都市の形成に貢献しています。 

 ■２００８年：国土交通省「住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業 

（現：住宅・建築物環境対策事業）」採択 

 ■２０１３年：「ＤＢＪ Ｇｒｅｅｎ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ認証 

 Ｐｌａｔｉｎｕｍ２０１２」取得 

 

 

 

（４）新型車両の導入 

２０１８年３月、新型車両「２０２０系」を田園都市線に、「６０２０系」を大井町線にそれぞれ導入しました。

沿線環境・車外の騒音を、旧型車両（８５００系）と比べ約１０ｄＢ低減したほか、使用電力を旧型車両と比

べ約５０％削減しています。今後、田園都市線では「２０２０系」を順次導入し、２０２２年度までに旧型車両

（８５００系）の置き換えを進めていきます。 

 

（５）木になるリニューアル 「多摩産材」を使用することで環境への配慮を実現 

 ２０１６年、池上線戸越銀座駅にて、従来の木造駅舎の雰囲気を継承したリニューアルを行いました。木

になるリニューアルと名付けられたプロジェクトでは、既存上家に使われていた木材をリユースするととも

に、多摩産材を使用することで環境負荷低減や林業の活性化に貢献しています。 

 戸越銀座駅では、多摩産材を約１２０ｍ３使用することで、鉄骨造に比べて、建設段階のＣＯ２排出量を約

１００トン削減。さらに木造建築は、鉄骨造の約４倍の炭素を貯蔵（固定化）することから、木材使用による

炭素固定化を通じ、約７０トンのＣＯ２排出量削減に寄与しています。 

 

■各社概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以   上 

東京急行電鉄株式会社 

設立：１９２２年９月２日／事業内容：鉄軌道事業、不動産事業 

資本金：１２１７億２４００万円 

URL：https://www.tokyu.co.jp 

東北電力株式会社 

設立：１９５１年５月／事業内容：電気事業 

資本金：２５１４億円 

URL：https://www.tohoku-epco.co.jp/ 

株式会社 東急パワーサプライ  

設 立： ２０１５年１０月／事業内容：電力小売事業、ガス取次事業／小売電気事業者登録番号：Ａ００６９ 

資 本 金： ２３億５０００円［東京急行電鉄株式会社：６６.７％、東北電力株式会社：３３.３％］ 

U R L： https://www.tokyu-ps.jp/ 


